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1．背景と研究目的 

銀イオンをキャリアーとする全固体二次電池は、動作電圧が低いものの、リチウムイオンと比べて高

速の拡散が可能であることから、基礎研究の対象として魅力的である。TiTe2は室温付近にて、銀イオン

を電気化学的に挿入脱離可能であることが報告されているものの[1]、その反応機構は 400 K 付近で電気

化学的に銀イオンを挿入した結晶構造解析のみである[2]。本研究では、すでに実験室で動作を確認して

いる TiTe2に銀イオンを挿入させたときの結晶構造を放射光粉末 X 線回折により明らかにして、その反

応機構を解析する。 

 

2．実験内容 

正極活物質として TiTe2(三津和化学薬品)、固体電解質として銀イオン伝導体 Ag6I4WO4(高純度化学研

究所)を用いた。負極には Ag 粉末と電解質を重量比 1:1 で混合した粉末を用いた。それぞれの粉末を直

径 10 mm の円筒形セル中に積層させ、Ag|Ag6I4WO4|TiTe2セルを作製した。作製した全固体二次電池を

充放電反応させた後に解体し、正極部分を取り出し、直径 0.3 mm のキャピラリーに封入し、XRD 測定

用試料とした。あいち SR のビームライン BL5S2 にて XRD 測定を行った。デバイシェラー光学系にて、

波長 0.7 Å、検出器は PILATUS を用いて測定した。 

 

3．結果および考察 

Fig. 1 に電気化学的に銀イオンを挿入させた

AgxTiTe2の XRD パターンを示す。x の値は電気

化学測定により計測された電気量を換算した値

である。銀イオンの挿入に応じて、12.5、17.9°

付近のピーク強度が増加していることがわかる。

この結果は、初期の結晶相とは異なる結晶構造

をもつ相が生成していることを示している。回

折ピークの大きな変化は x = 0.5付近で発生して

おり、金属相関化合物を形成していると推定さ

れる。詳細な結晶構造解析は現在進めていると

ころである。 
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Fig. 1 電気化学的に銀イオンを挿入させた

AgxTiTe2の X 線回折パターン 




